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１．表紙の作成方法 
 
＜原著論文＞	
 一般論文（短報論文や技術報告の場合はその旨記す） 
 
＜表	
 	
 題＞	
 製茶加工残さ給与が肥育豚の枝肉および肉質に与える効果 
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＜略表題＞	
 和文論文は 15字以内，英文論文は 6語以内で記す． 

（例：製茶加工残さ給与の効果） 
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２．本文の記載例：（ ）内は英文論文の場合 
 

要    約 （ABSTRACT） 
（ゴシック体，12 ポイント） 

 
	
 製茶加工残さ給与が肥育豚の・・・（本文：明朝体，12 ポイント，400 字以内で目
的・方法・結果を端的に記載する）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

できることが示された． 
 
キーワード：製茶加工残さ，・・・，・・・（５個以内の単語を 50音順に記す） 

 
緒    言 （Introduction） 

（ゴシック体，14 ポイント） 

 
	
 緑茶はビタミン Eやカテキン類を豊富に・・・・・・・・・・・・・・（本文）・・・・・・・・・・・・・・・・
ここに報告する． 
 

材料および方法  (Materials and Methods) 
（ゴシック体，14 ポイント） 

 
	
 製茶加工残さは・・（本文）・・遊離グルタミン酸とイノシン酸の分析は田辺ら（1998）
の方法により抽出を行い，・・・・・・・・・・ に準じた． 



	
 

 
結    果 (Results) 

（ゴシック体，14 ポイント） 

 
	
 表 1に製茶加工残さと給与した・・・・・・・・・・・（本文）・・・・・・・・・・・・・
イノシン酸は検出されなかった． 
	
 図 2に試験期間中の・・・・・（本文）・・・・・有意差は見られなかった（P ＞ 0.10）． 
 

考    察 (Discussion)  
（ゴシック体，14 ポイント） 

 
本試験の結果により，・・・（本文）・・・・が確認された． 
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（ゴシック体，14 ポイント） 
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 Abstract （要  約） 
＜タイトル＞ 

Effects of Tea Manufacturing Residual on Carcass Characteristics and 
Meat Quality of Fattening Pigs 
（14ポイント，太字で）  

＜著者名＞ 
Takahiro SAKAI, Midori YASUDA1, Kazumi TAKEDOMI1, Hideaki OMAGARI, 

Hirofumi KAWAHARA, Hideo MIYAZAKI2, Hideaki SHIKIMACHI 
（12ポイント） 

＜所属機関名＞ 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 Saga Prefectural Livestock Experiment Station, Japan 
            １Department of Health and Nutrition Science, Nishikyushu University, Japan 
            ２Saga Tea Experiment Station, Japan 

（10.5ポイント，イタリック） 
＜連絡著者氏名（電話，FAX，電子メール）＞ 

Correspondence: Takahiro SAKAI (TEL: +81-(0)954-45-2030, FAX: +81-(0)954-20-7000, 
          E-mail: sakai-takahiro@pref.saga.lg.jp) 

（10.5ポイント） 



	
 

＜本文＞ 
	
 	
 	
 We examined the effects of・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・（本文：10.5ポイント）・・・・・・・・・． 
 
注）和文論文は，400語以内の英文要約をつける．英文論文は，600字以内の和文要約をつける． 
 
Keywords：tea manufacturing residual，・・・，（5個以内の単語あるいは語句をアルファベット順
に記す） 
 
３．図表について 

 
1) 表の罫線は，原則として横線のみとし，必要最小限にとどめる。横罫線は最上位と最下位を
太線とし，その他の罫線は細線とする。表題はゴシック体・太字で記載し，表中の文字は明

朝体あるいはローマン体で記載する。表の作成例を以下に示す。 
 

   

 
 

2) 図の説明（legend）は明朝体あるいはローマン体で記載し，見出しのみを太字をする。以下に
記載例を示す。 

 
	
 	
 和文の場合：	
  
      図 1. 放牧時のタンパク代謝と体重の推移． 
	
 	
 英文の場合： 
      Figure 1  Time allocation (mean + SE, n = 10) in Gifu native fowl and commercial laying hens 

under cage conditions. 
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Table 1�Behavioural categories

Behaviour pattern Description

Feeding Head extended down into the feeder
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